
＜補足資料＞ 

○ 「まきばの朝」の２つの楽譜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「とんび」の旋律の動きのまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

○ 使用したワークシート①（個人の作品例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 使用したワークシート②（友達とつなげる時に使用した例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



児童の振り返りより 

 【つなげ方について】 

・お互いのいいところを残せて、つなげ方がスムーズになりました。 

・お互いのよさを残せてよかったです。 

・Aと自分の旋律をつなげて、スムーズに演奏できました。 

・友だちの最後の音が「ド」にかわって、「終わりですよ」という感じが出ていてよかった 

です。低い音が最後にいくとよかったです。 

・リズムを少しかえたら、もっと良い旋律になったし、つなげ方もなめらかになりました。 

 

【音階のよさについて】 

・ドレミソラドの旋律をつくってみて、都節音階は日本風でしたが、民謡音階は明るくて洋 

風でした。 

・自分だけの音楽をつくれてよかったです。和風はつくれなかったけれど、洋風がつくれて 

よかったです。 

・ドレミソラドの音階でつくると、「ファ」がないだけで、少しちがいがありました。ちが 

ったところは、なぜか明るくなって、「ド」があると音がしまる感じがしました。 

・都節音階と比べるとちょっと昔っぽくて、ドレミソラドの音階は、最初のドとレがあるか 

ら、明るい感じが出て、つくりやすくなりました。 

・ドレミソラドでつくった旋律は、「さくらさくら」の音階とは違って明るい感じがしまし 

た。 

 

【最終の感想から】 

・最終的にぼくの求めた演奏ができて、うれしかったです。 

・旋律づくり、とても楽しかったです。 

・３人で難しかったけれど、ちゃんとつなげられてよかったです。本番が一番うまくできた 

と思います。 

・リズムやいろいろな音から合った旋律をつくるのは難しかったけれど、楽しかったです。 

・旋律をつくっているときは、どんな音にするか、旋律やリズムをかえるときはどこをどう 

かえるか悩んだけれど、最後はちゃんと演奏できて、楽しかったです。 

・旋律を演奏することが上達したし、楽しかったです。 

・いろいろなトーン（音色）を使ったら、よりよくなったし、なめらかな旋律になりました。 

・自分だけの特別感がある旋律ができました。 

・いろいろな音楽（旋律）をきいて、似ているグループもあったけれど、参考になるなと思 

ったグループもありました。 

・今までがんばってきたのを緊張したけれど、みんなにきいてもらえてうれしかったです。 

・友だちとつなげられて楽しかったです。 

・友だちと一緒に考えてできたのが楽しかったです。 

・発表前に音色をかえたら、オルゴールみたいでよかったです。予想通りのうれしい感想を友だち

からもらえました。 

・旋律を何回も試して弾いて、まとまりのある旋律をつくれました。 

・旋律を考えることも、つなげることも、とても楽しかったです。 

・音階シートを使って、順番に弾くだけで、とても和風に感じることができて（都節音階） 

楽しかったです。またやりたいです。 

 

 

 

 

 

 



授業者より 

 日本の音階を使った旋律づくりでは、今までリコーダーを使用することが多かったです。ワーク

シートを工夫することで、旋律自体はつくることができるものの、リコーダーの技能差があり、児

童の実態によって、難しいと感じることがありました。今回は、キーボードを使った旋律づくりを

行い、音階シートがあったことで、この技能面での児童の差がなくなり、どの子も自信をもって取

り組むことができていました。また、視覚からどの音を使えばよいのか一目瞭然なので、教師が支

援しなくても、児童はどんどん音を試して、旋律をつくることができました。４年生では、音階の

よさを学ぶので、「さくらさくら」に使われている都節音階と「ドレミソラド」の民謡音階で旋律

づくりを行い、児童が音階を比較しながら取り組み、それぞれの特徴やよさを感じ取ることができ

たのもよかったです。これからも、児童と一緒に楽しみながら、音楽のいろいろなよさや面白さを

共有していきたいです。 

 


